
将来ビジョン・岸和田　第２期基本計画策定に向けての検討資料【現状と課題】 【資料２－１】
第２回審議会

基本目
標

個別目標
個別目標の方

向性
現状と課題 現状と課題（新） 意見 対応案

1
岸和田の
次世代を
育むまち

安心して子
どもを生
み、育てら
れている

① 妊産婦や乳
幼児の切れ目
のない健康づ
くりを進める

　近年の晩婚化や未婚率の上昇、女性
の就業率の増加などにより、本市にお
いても出生率の減少や高齢出産数の増
加がみられる中、乳児死亡率がやや高
い傾向にあります。
　今後も、妊産婦や乳幼児の健康づく
りを支援するため、岸和田市内におけ
る産科診療体制の充実をはじめ、妊産
婦家庭への個別相談などの充実や健診
の促進が求められています。

　近年の晩婚化や未婚率の上昇、女性
の就業率の増加などにより、高齢出産
数の増加や出生率の減少がみられ、乳
児死亡率にも影響が大きくあります。
　今後も、妊産婦や乳幼児の健康づく
りを支援するため、岸和田市内におけ
る産科診療体制の充実をはじめ、妊産
婦家庭への個別相談などの充実や健診
の促進が求められています。

事務局による追加変更

変更箇所に関して表現を修正する。
【変更案】
　近年の晩婚化や未婚率の上昇、女性
の就業率の増加などにより、高齢出産
数の増加や出生率の減少がみられ、乳
児死亡率にも大きく影響があります。
　今後も、妊産婦や乳幼児の健康づく
りを支援するため、岸和田市内におけ
る産科診療体制の充実をはじめ、妊産
婦家庭への個別相談などの充実や健診
の促進が求められています。

子ども家庭応援部 20-21

3
岸和田の
次世代を
育むまち

働きながら
子育てがで
きている

① 保育を必要
とする人が、
安心して子ど
もを預けられ
る環境づくり
を進める

　共働き世帯の増加と核家族化によ
り、家庭内だけで子どもを育てること
が難しくなっています。本市において
は、子育て世代の女性就業率の上昇が
みられる一方、民間も含め、保育の量
の確保が間に合っておらず、子どもを
預けたいのに預けられないという待機
児童の問題も依然として解消していな
い状況です。
　また、育児休暇の取得率も上昇傾向
にはありますが、進んでいない事業者
や男性の取得率の向上も課題になって
います。
　就学前、学童期における保育の質と
量の確保に加え、保護者が安心して働
きながら子育てできるつながりの創出
や機会が必要です。

　共働き世帯の増加、核家族化、育児
休暇制度の充実等により、子育てを取
り巻く社会状況、子育てに対する保護
者の考え方も多様化しています。本市
においても、保育所入所を希望する世
帯が増加する一方で、待機児童の解消
が図れずに続いている現状がありま
す。また多様化する保護者ニーズへの
対応、保育の質の向上も重要になって
います。
　保護者が安心して、働きながら子育
てできるよう子育て環境の充実が必要
です。

(1)「多様化する保護者ニーズへの対
応」というように抽象的な表現になっ
ている。前回の現状と課題は「男性の
取得率の向上も課題になっています」
とあり、また解決できていないような
状態のため、前回の文言の方が現状と
一致している。

(2)保育所の入所選定は加点制になって
おり、総合通園センターに通っている
子どものきょうだいは保育所に入れな
いこともある。これは、総合通園セン
ターへは保護者も一緒に通園してもら
うことが必要で働きに行けないことに
よる。こういったことも現状を認識し
ないと見えてこない部分である。

(3)事務局による追加変更

(1)男性の育児休暇の取得率は高くないと認識
しているものの、子育てに対する保護者の考
え方が多様化しており、「何が何でも男性の
育児休暇取得率を上げなければならない」と
いうものではなくなってきている。取得に対
する法整備や環境整備は一定進んでいるた
め、変更案のとおりとしたい。

(2)入所選定の加点の項目に、総合通園セン
ターに通っている子どものきょうだいに関す
る要望があることは事業所管課も把握してお
り、「多様化する保護者ニーズへの対応」と
して検討を進めるところである。

(3)変更案に関し、学童保育に関する内容を明
確にするため、以下のとおり追加変更する。

【変更案】
　共働き世帯の増加、核家族化、育児休暇制
度の充実等により、子育てを取り巻く社会状
況、子育てに対する保護者の考え方も多様化
しています。本市においても、保育所や学童
保育への入所を希望する世帯が増加する一方
で、待機児童の解消が図れずに続いている現
状があります。また多様化する保護者ニーズ
への対応、保育の質の向上も重要になってい
ます。
　保護者が安心して、働きながら子育てでき
るよう子育て環境の充実が必要です。

子ども家庭応援部 22-23

第１期基本計画（記載内容を転記しています） 第２期基本計画に向けて
№ 評価担当部

基本計画
ページ
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学校教育部 24-25

教育総務部 24-25

学校教育部 30-31

教育総務部 30-.31

生涯学習部 32-33

学校教育部 32-33

5
岸和田の
次世代を
育むまち

子どもの健
康と安全が
保たれてい
る

② 食育や体力
づくりなど子
どもの健康な
身体づくりを
進める

　乳幼児期は、基本的な生活習慣を身
につけ、学童・思春期は、きちんと食
べ、よく遊び、よく学び元気にのびの
び育つ環境を整えることが、子どもの
発育や成長を促すことにつながりま
す。
　本市においては、毎日朝食を食べる
児童生徒の割合は、増加傾向にありま
すが、全国平均より低いため、引き続
き、適切な食習慣の理解促進が必要で
す。
　また、健全な発達･成長を支える体力
づくりについても、学校と連携した取
組などの推進を図り、児童生徒の体
力・運動能力の向上をめざすことが求
められています。

朝食を毎日食べていますか」に肯定的
に回答した児童の割合が、すごく悪化
しているように見受けられる。現状と
課題や役割について特に変更がない
が、変更すべきではないか。

かつての本市の朝食摂取率は全国平均
を下回る中、第１期が始まる頃は増加
傾向にあった。コロナ禍あたりから最
近は、ご指摘のとおり増加の割合が伸
び悩んでいる状態にあるため、以下の
とおり変更する。

【変更案】
　乳幼児期は、基本的な生活習慣を身
につけ、学童・思春期は、きちんと食
べ、よく遊び、よく学び元気にのびの
び育つ環境を整えることが、子どもの
発育や成長を促すことにつながりま
す。
　本市における毎日朝食を食べる児童
生徒の割合は、コロナ禍以前は増加傾
向にあったものの、近年は伸び悩んで
います。また、その割合は全国平均よ
りも低いため、引き続き適切な食習慣
の理解促進が必要です。
　健全な発達･成長を支える体力づくり
についても、学校と連携した取組など
の推進を図り、児童生徒の体力・運動
能力の向上をめざすことが求められて
います。

10
岸和田の
次世代を
育むまち

子どもの個
性や能力が
豊かに育ま
れている

② 子ども一人
ひとりが輝く
ための適切な
教育支援を行
う

　一人ひとりが自立し、社会の一員と
して主体的に行動し、活躍するために
は、それぞれの子どもがもつ個性や能
力を伸ばすとともに、それらを発揮で
きる環境づくりが必要です。
　つまり、「確かな学力」をはじめと
した「生きる力」の育成であり、一人
ひとりに目を向けた教育が重要です。
　本市における学力状況は依然として
厳しく、これを克服することが喫緊の
課題である一方、ICT技術を活用した教
育の充実やそれぞれの子どもたちが輝
く取組を、学校と家庭、地域が連携・
協力して支援することが求められてい
ます。

「生きる力」は「生きるための力」に
変更した方が良い。ユネスコが中心に
今提唱している大きい課題としてこの
「生きるための力」が、社会の中で、
集団で、対話しながらみんなで生きて
いくという社会性が、国際的にも今問
われている。そういう力こそ身につけ
ることが必要で、考えていかなければ
ならない。

「確かな学力」、「生きる力」は文部
省が掲げる理念においてこのように表
現されており、学習指導要領からの引
用の意味も含んでいるため、従来どお
りとしたい。

12
岸和田の
次世代を
育むまち

子どもの個
性や能力が
豊かに育ま
れている

④ 地域と連携
し、子どもの
社会的な心を
育む

　心身ともに健全に子どもが育つため
には、よく遊び、よく学ぶことのでき
る、のびのびとした環境とともに、他
者を理解する心の醸成が大切です。
　近年は、都市化に伴う地域コミュニ
ティの希薄化が進んでおり、子どもが
異なる世代の人たちや社会との関わり
をもつ機会が徐々に少なくなっていま
すが、子どもが社会性を身につけるた
めには、家庭や学校だけではなく、地
域活動などを通じて学び、地域全体で
子どもを守り育てる体制づくりが求め
られています。

全国的に、中学校の部活動の地域移行
の動きがかなり進んでいる。現状と課
題にその状況が全く見えないので、加
えた方がいいのではないか。

№15の「現状と課題」欄、並びに「行
政の役割」欄の内容に「運動部活動」
は含まれ、「文化部活動」について
も、№16の「現状と課題」欄、並びに
「行政の役割」欄の内容に含まれるも
のと考えている。（そして両部活動と
も№12にも関連している。）
毎年度、教育委員会が策定している
「岸和田市教育重点施策」において
は、「連携と参画による地域づく
り」、「スポーツに親しむ環境づく
り」に、多くの施策や事業が含まれる
ため、それらのうちの一つ（中学校運
動部活動の地域移行）だけ特出しする
のは避け、従来どおりとしたい。
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13
岸和田の
次世代を
育むまち

子どもの個
性や能力が
豊かに育ま
れている

⑤ 地域の産業
を担う人材育
成を進める

　産業分野をはじめ、地域社会に貢献
できる人材の育成をめざすため、市立
産業高等学校においては、時代のニー
ズに応じた専門教育の充実や地域と連
携した取組を進めることが必要です。

高校の授業料無償化を受けて、岸和田
市立産業高校は、改めてその役割が問
われていると思う。産業基盤を支える
人の育成という役割があり、それが位
置づけられているのか。

現状と課題に記載している内容のほ
か、本市教育委員会が毎年定めている
「教育重点施策」の中では地域社会で
活躍できる人材の育成を目的として取
組が進められている。

教育総務部 34-35

　我が国は、台風や大雨、土砂災害、
地震などの自然災害を受けやすい環境
にあります。
　市民の防災意識は時間の経過ととも
に薄まるもので、平常時からの意識啓
発や準備、いざという時の地域で助け
あえる仕組みづくりなど、災害に備え
た取組を行うことが必要です。
　そのためには、市民や地域、行政な
どが協力しあって取り組むとともに、
海から山までという地理的な特性を踏
まえて、それぞれの地域にあった取組
や、お互いに助けあえる仕組みなどを
構築することが求められています。

危機管理部 70-71

消防本部 70-71

環境農林水産部 78-79

下水道河川部 78-79

41

安全で安
心して暮
らせるま
ち

災害などの
非常時への
準備が進め
られ、強靭
な環境に
なっている

② 発災時にみ
んなが迅速か
つ柔軟に対応
できる環境づ
くりを進める

　我が国は、台風や大雨、土砂災害、
地震などの自然災害を受けやすい環境
にあり、本市においても、平成30
（2018）年の台風21号の記録的な暴
風による被害が記憶に新しいところで
す。
　一方、時間の経過とともに、市民の
防災意識が薄まりつつあり、平常時か
らの意識啓発や準備、いざという時の
地域で助けあえる仕組みづくりなど、
災害に備えた取組を行うことが必要で
す。
　そのためには、市民や地域、行政な
どが協力しあって取り組むとともに、
海から山までという地理的な特性を踏
まえて、それぞれの地域にあった取組
や、お互いに助けあえる仕組みなどを
構築することが求められています。

第1期に記載していた過去の災害を削除
したことはよいが、防災意識を持たせ
るために、「今後予想される南海トラ
フ地震等の巨大地震」という文言を明
示的に入れた方が現状と課題を示せる
のではないか。

南海トラフ巨大地震については、直前
の№40の現状と課題のところで述べて
いる。今後予想される巨大地震に備え
るべきところは委員ご指摘のとおりだ
が、あえて内容を重複させなくても良
いと考えるため、変更案のとおりとし
たい。

45

人と自然
が共生し
た住みよ
いまち

良好な生活
環境ととも
に、まちが
美しくなっ
ている

③ まちの美化
を進める

　美化問題や公衆衛生においては、モ
ラルの低下による不法投棄やポイ捨
て、落書き、動物の糞害、また、生活
排水及び工場排水等によって、身近な
水路や河川、海の水質汚濁などが生じ
ています。
　このような中、市民一人ひとりが不
法投棄やポイ捨てなどをしないよう心
がけるなど、マナー向上の意識をもつ
ことが重要です。特に、落書きなどを
生じさせない積極的な取組を進めるこ
とが必要です。
　また、下水道等の各処理施設におけ
る適正な処理機能を維持することなど
により、後世を担う子どもたちをはじ
め、いつまでも安心して暮らすことが
できる、衛生的で美しいまちを持続す
ることが求められています。

道路の陥没など注目度が高いと思うの
で、現状に文言を少し入れた方がわか
りやすい。

ご指摘を踏まえ、以下のとおり変更す
る。

【変更案】
　美化問題や公衆衛生においては、モ
ラルの低下による不法投棄やポイ捨
て、落書き、動物の糞害、また、生活
排水及び工場排水等によって、身近な
水路や河川、海の水質汚濁などが生じ
ています。
　このような中、市民一人ひとりが不
法投棄やポイ捨てなどをしないよう心
がけるなど、マナー向上の意識をもつ
ことが重要です。特に、落書きなどを
生じさせない積極的な取組を進めるこ
とが必要です。
　また、近年は下水道管が腐食や老朽
化により破損し、道路陥没の発生リス
クも高まっています。そのため下水道
管路も含め、下水道等の各処理施設に
おける適正な処理機能を維持すること
などにより、後世を担う子どもたちを
はじめ、いつまでも安心して暮らすこ
とができる、衛生的で美しいまちを持
続することが求められています。
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60

みんなで
つくる持
続可能な
まち

持続可能で
信頼される
行政になっ
ている

① 業務の効率
的かつ効果的
な推進に資す
る職員の育成
を進める

　先端技術を活用するスマート自治体
への転換が求められている中、それら
技術の活用のためには、個々の職員の
能力開発に取り組むことが求められて
います。
　また、これまで前例踏襲主義やコス
ト・サービス意識の欠如など、厳しい
指摘がなされてきたことを踏まえ、引
き続き、効果的・効率的な行政運営が
なされるよう、職員一人ひとりの意識
向上に努めることが必要です。

　人口減少や少子高齢化に伴い、行政
課題は複雑化・多様化しています。こ
うした状況の中で、持続可能な行政
サービス提供体制を構築するために
は、限られた人材を最大限に活用し、
課題解決に取り組む必要性が一層高
まっています。
　また、先端技術を活用するスマート
自治体への転換が求められている中、
それら技術の活用のためには、個々の
職員の能力開発に取り組むことが求め
られています。

「限られた人材」という言い方は言い
訳に聞こえる。行政の役割を進めてい
くために、「個人の特性を最大限に活
用し、適材適所に、より課題解決に取
り組む必要性が求められています」と
する方が良いのではないか。

ご指摘を踏まえ、変更案を以下のとお
り変更する。

【変更案】
　人口減少や少子高齢化に伴い、行政
課題は複雑化・多様化しています。こ
うした状況の中で、持続可能な行政
サービス提供体制を構築するために
は、職員一人ひとりの特性を最大限に
活かし、課題解決に取り組む必要性が
一層高まっています。
　また、先端技術を活用するスマート
自治体への転換が求められている中、
それら技術の活用のためには、個々の
職員の能力開発に取り組むことが求め
られています。
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